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令和５年度３月
佐久穂中学校９年生美術作品
「私の出身地はね」
　 ますの　　  りん

　増野　凛さん（小諸商業高等学校１年生）
　佐久穂町といえば、私の大好きな果物たちです。今回
の作品ではデッサンに挑戦しました。描き始めると、ス
ペースが空いてしまったので、佐久穂の代表的な植物で
ある白樺・アルストロメリア・トルコキキョウを描き加
えました。この作品を描いたのも、もう１年も前のこと
で、改めて時間が経つのが早いと感じます。今、私は小
諸商業高校で、簿記の資格取得を目指して勉強をしてい
ます。特に、情報処理の勉強などは、具体的な活用方法
も実感できるので楽しく学べています。
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  新春のごあいさつ
　明けましておめでとうございます。
　町民の皆様には希望に満ちた輝かしい新年を迎えられたことと、心からお慶
び申し上げます。年頭にあたり、佐久穂町議会を代表いたしまして謹んで新春
のご挨拶を申し上げます。町民の皆様には平素から町議会に対しまして、温か
いご支援とご理解を賜り、議員一同深くお礼申し上げます。
　私は、議長というその職責の重さを認識しつつ、公平公正な議会運営を目指
して、微力ではございますが、議会基本条例に基づき議会改革に誠心誠意努め
てまいりました。あらためて、町民の皆さまと議員各位のご指導とご協力に対
して、感謝とお礼を申し上げます。
　昨年の町内を振り返りますと、「道の駅八千穂高原」が、９月27日にグラン

ドオープンしました。この事業は、道路利用者への利便性の提供とともに地域の振興に寄与することを
目的としています。地域振興につきましては、開業に向け組織づくりをはじめ多くの協議が必要である
と推測され、町議会といたしましては地域の発展のため、また、町民の皆さまの意見要望をお聞きし、
効率的で時代に即した予算執行と町民の皆さまが求める必要な施設運用の実行のため道の駅事業特別委
員会を設置し、町に「道の駅八千穂高原整備事業に係る要望書」を提出し協議してまいりました。開業
後は、来場者数、売り上げともに予想を大きく上回っているとのことです。この施設を核として多くの
観光客が訪れ、町内を回遊されることで、町が活気づくきっかけとなればと大いに期待しているところ
であります。
　町議会において今期４年間を振り返れば、議会改革特別委員会を再開し、議会改革推進チーム（６チ
ーム）による事業を実施推進しました。

○町民の意見等を的確に把握するために、交流の場を作り、行政全般への関心を高める議会活動の定例
　化として、議会報告会（３回）、町民との意見交換会（３回）、おでかけ議会（15団体）を実施しま
　した。
○台風19号を教訓に、災害に直面した場合に議員全員が統一性を持った行動がとれるよう、災害対応と
　して佐久穂町議会BCP（業務継続計画）を作成しました。
○活力ある議会として更に活性化を図り、議員のなり手不足問題等への対策を考慮し、調査・意見交換
　を行い、必要な議員定数見直し（14人→12人）、議員報酬見直し（￥185,000→￥218,000）を行
　いました。（令和７年４月１日施行）
○タブレット導入により議会のＩＣＴ化推進の取り組みとして、オンライン会議および研修会の実施、
　ペーパーレス化の推進を行いました。

　このような取り組みを行うことにより、議会活動が充実してきたと思われます。私たち議員14人の任
期は４月16日までですが、引き続き町民の皆様のご期待に応えられるよう全力で議会活動に取り組んで
まいります。皆様には引き続き議会に対しまして、ご支援とご協力をお願い申し上げます。
　尚、４月13日に行われる佐久穂町議会議員一般選挙にむけて、各議員の進退予定を掲載しました。（下
記一覧参照）これは当町の議員のなり手不足の解消のひとつとして、現職の進退を早めに町民に周知す
ることで新人の出馬を促すことを目的にしています。議員全員の進退表明は木祖村、喬木村、大桑村でも
行っています。
　結びにあたり、新しい年が佐久穂町にとって明るく希望に満ちた年となることを念願いたしますとと
もに、町民の皆様にとりまして、幸せで実り多い年となりますこと、議員一同心よりご祈念申し上げ、
新年のご挨拶といたします。

※この進退表明は、あくまでも令和７年１月時点のものです。※次回の佐久穂町議会議員の定数は12名となります。
※進退表明については、許可のとれた議員（10名）のみの掲載となります。

議員の進退一覧表
議員
進退
議員
進退

須田芳明
責務完遂。

出馬しない予定

髙見澤敏幸

出馬予定

竹内達朗

前向きに検討

髙見澤利博
諸事情により
調整中

佐々木信幸

出馬予定

西部元和

出馬予定

島﨑規子

出馬しない

石井正行

出馬予定

出浦修身

出馬しない予定

小宮山雅則

出馬しない

佐久穂町議会議長　石　井　正　行
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　令和６年度　12月定例会　採決結果一覧表　採決日令和６年12月18日

  　　　　　　　　　　議員氏名

　　　議　案

価格による入札方式における最低制限価格等の引上げと入札方

式に偏らない方式における適正価格の設定について陳情書

業務報酬基準の準拠と業務内容の明確化について陳情書

建築士事務所賠償責任保険への加入について陳情書

※「○」は賛成、「×」は反対。議長（石井正行）は採決に加わりません。これら以外は全員賛成で可決・採択となりました。

高
見
澤
春
野

小
宮
山
雅
則

髙
見
澤
研
二

髙
橋
康
徳

出
浦
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身

島
﨑
規
子

西
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元
和

佐
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信
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髙
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澤
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朗
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幸
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部
尚
樹

×××××××××××××

×××××××××××××
×××××××××××××

町長招集
あいさつ  ピックアップ

【佐久穂町土づくりセンターの改修について】
近年の肥料価格の高騰や地域内で調達できる良質
な堆肥のニーズの高まりなどから、第２・第３発
酵槽の改修を進めたく今議会に補正予算を計上し
ました。より多くの方に利用していただくことに
より、地域内の循環型農業が更に促進されるもの
と期待しています。

【八千穂高原スキー場40周年について】　　
町の直営施設を経て令和元年以降アドバンス㈱に
譲渡され、コロナ禍にもめげずに経験、知力、機
転を発揮し来場者の増加につなげてもらいました。
今回スキー場開業40年という節目を迎えること
ができました。

1212
令和６年

月定例会

【災害対応について】
９月９日早朝の豪雨により、農業用地や町道が一
部被災しました。今議会に災害復旧予算を計上し
ました。

【災害時における福祉避難所
　　　　　　　　及び指定避難所について】
現在、佐久穂町老人保健施設「さやか」と特別養
護老人ホーム「佐久穂愛の郷」の２施設を「福祉
避難所」としていますが、２か所では十分とは言
えないことから、新たに８つの施設が加わる見込
みとなりました。

【森林（もり）の里親協定について】
今年３月21日に締結された「森林(もり)の里親協
定」に基づき、10月３日にセイコーウオッチ㈱
の関係者10名以上の皆様を八千穂高原にお迎え
して白樺の植樹が行われました。

【町人会について】
現在46名の会員登録があります。10月10日には、
ファーストミーティングを茂来館で開催し、参加
した14名の会員で意見交換を行いました。今後
会員には佐久穂町のPRや、関わりを深める活動
をしてもらいます。

【栄橋の国登録有形文化財について】
昭和13年に完成した栄橋ですが、この度長野県
に格別なご尽力をいただき、佐久穂町教育長名で
文部科学大臣に上申したところ、国の文化審議会
が国登録有形文化財にするように答申しました。
登録されれば、町内では初めての国登録有形文化
財となります。

【佐久穂教育の推進状況について】　
令和６年度全国学力学習状況調査の結果、佐久穂
統合小中学校は全国との開きが年々少なくなって
きました。長野県並びに当町教育委員会ではその
要因について「習熟度別授業、少人数授業が可能
になった」や「佐久穂教育の相互作用により、や
る気を持って主体的に学ぶ子どもが育成されてい
る」など９点の分析結果を報告しています。

【町立千曲病院について】
令和６年度に入り常勤の整形外科医が２名着任さ
れたことにより、10月から全身麻酔下における
「脊椎内視鏡手術」が開始されました。整形外科
外来患者数も月に1000人を超える状況となって
います。今後も可能な限り体制整備に努めていき
ます。

（12月５日～12月18日） 

【道の駅について】
９月27日にグランドオープンし、開業から１カ
月余りで来場者数は約11万人を超え、直売所と
コンビニで売り上げが１億円を超えているようで
す。今後の推移も注視していきます。
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一般質問　12月定例会

特定空家等は何軒あるのか
町長「対象はありませんが、管理不全空家の判断基準を加え
たマニュアルを検討します。」  　髙見澤 敏幸 議員

企
業
が
既
存
の
町
内
事
業
者
と
共
存
し
て
い
く

こ
と
が
大
前
提
だ
。
企
業
誘
致
の
際
は
企
業
に

は
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
重

要
な
責
務
と
し
て
、
町
と
の
間
で
協
定
を
結
ぶ

と
い
う
よ
う
な
合
意
形
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
誘
致
し
た
企
業
等
が
地
域
の
既
存
の
事

業
者
と
共
存
で
き
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
ま
た

誘
致
に
あ
た
っ
て
は
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成

は
重
要
で
す
の
で
、
地
元
説
明
会
な
ど
の
実
施

は
町
と
し
て
指
導
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　
現
行
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
誘
致
す
る
企
業
が
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
か
、
慎
重
に
検
討
す
る
事
が
肝
要

と
考
え
ま
す
。
地
域
貢
献
に
関
す
る
協
定
締
結

な
ど
の
事
例
の
情
報
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

 

こ
ど
も
計
画
策
定
の
意
義

問　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
予
定
の
新
し
い

こ
ど
も
計
画
の
意
義
と
、
そ
の
中
で
子
ど
も
の

声
を
聞
き
、
計
画
に
反
映
す
る
と
あ
る
が
具
体

的
に
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

教
育
長　
令
和
５
年
に
こ
ど
も
基
本
法
が
施
行

さ
れ
、
こ
ど
も
計
画
策
定
は
努
力
義
務
と
さ
れ

ま
し
た
。
町
で
は
第
２
期
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
満
了
に
伴
い
、
来
年
度
か
ら
の
こ

ど
も
計
画
策
定
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　
こ
ど
も
計
画
策
定
に
当
た
り
、

小
学
５
年
生
と
中
学
１
年
生
全
員
と
無
作
為
抽

出
の
15
〜
29
歳
の
若
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
審
議
会
メ
ン
バ
ー
に
も

学
生
２
名
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。　

米
生
産
農
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し
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の
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必
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で
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野

町
長　
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検
討
チ
ー
ム
会
議
で
２
つ

の
方
向
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

道
の
駅
の
経
済
効
果
を
把
握
す
る
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

信
幸

町
長　
単
な
る
物
や
金
の
や
り
取
り
だ

け
を
見
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

農
業
を
取
り
巻
く
課
題

問　
農
業
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
の
そ
の
後
の

動
き
と
青
写
真
は
で
き
た
の
か
。

町
長　
令
和
４
年
か
ら
４
年
間
の
第
２
次
総
合

計
画
の
中
で
重
点
戦
略
C
「
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
示

さ
れ
た
方
向
性
を
具
現
化
す
る
の
が
施
策
と
し

て
あ
り
、
こ
れ
を
青
写
真
と
位
置
付
け
、
農
業

振
興
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
地
域
利
用
計
画
を
令
和
７
年
３
月
ま
で
に

策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
で
ど

の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　
町
内
を
14
に
分
け
、
一
昨
年
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　
現
在
２
集
落
（
佐
口
、
千
代

里
地
区
）
で
具
体
的
に
進
め
て
お
り
、
３
集
落

で
話
し
合
い
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年

３
月
ま
で
に
全
地
域
で
策
定
の
説
明
作
業
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
米
生
産
農
家
に
は
喫
緊
の
取
組
み
が
必
要
。

農
家
・
町
・
J
A
・
農
業
委
員
会
等
と
連
携
し
、

組
織
づ
く
り
、
農
地
集
約
、
生
産
コ
ス
ト
削
減

手
法
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
の
場
を
早
急
に
立

ち
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
米
生
産
の
危
機
的
状
況
を
踏

ま
え
町
の
農
業
の
方
向
性
を
検
討
す
べ
く
、
戦

略
検
討
チ
ー
ム
会
議
を
７
月
と
９
月
に
開
催
し
、

次
の
２
つ
の
方
向
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
地
域
利
用
計
画
の
策
定
を
加
速
化
す
る
こ
と
。

②
主
要
な
米
生
産
農
家
に
よ
る
協
議
の
場
を
つ

く
る
こ
と
。

　
こ
の
２
点
を
踏
ま
え
、
来
年
２
月
に
米
生
産

農
家
対
象
に
生
産
コ
ス
ト
削
減
と
脱
炭
素
農
業

を
目
指
す
栽
培
方
式
に
関
す
る
勉
強
会
の
開
催

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

問　
町
の
特
産
品
の
今
後
の
見
直
し
が
心
配
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
直
売
所
に
今
後
町
内
の
生
産

物
が
並
ぶ
よ
う
に
生
産
基
盤
の
強
化
を
考
え
て

行
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
は
県
・
J

A
等
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
役
場
担
当
者
の
増
員
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

農
業
政
策
に
特
化
し
た
職
員
の
募
集
は
考
え
て

い
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
来
年
４
月
採
用
予
定
の
農
業

関
連
の
集
落
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。　

 

健
康
づ
く
り

問　
40
代
、
50
代
の
フ
レ
イ
ル
が
増
え
て
き
て

い
る
が
町
の
考
え
、
取
組
み
は
。

町
長　
働
き
盛
り
の
フ
レ
イ
ル
は
社
会
的
問
題

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
予
防
の
三
本
柱

は
栄
養
、
身
体
活
動
、
社
会
参
加
で
す
。

健
康
福
祉
課
長　
若
い
方
の
フ
レ
イ
ル
予
防
は

町
の
集
団
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
で
骨
密
度
検
査

等
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
血
液
検
査
で
栄
養

状
態
を
確
認
し
、
精
密
検
査
や
指
導
が
必
要
な

方
に
は
個
別
に
運
動
等
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
健
診
の
継
続

と
御
自
分
の
身
体
の
状
況
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
よ
う
指
導
も
重
ね
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

 

観
光
政
策
を
町
内
事
業
者
と
ど
う
進

 

め
る
か

問　
観
光
政
策
で
道
の
駅
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業

を
南
佐
久
規
模
の
広
範
囲
で
展
開
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
だ
が
、
町
内
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
、
意
見
交
換
を
し

て
政
策
全
体
の
方
向
性
を
共
有
す
る
こ
と
は
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　
道
の
駅
開
業
に
向
か
う
忙
し
さ
は
想
像

以
上
で
し
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

創
生
事
業
を
始
め
る
の
が
や
っ
と
で
、
意
見
交

換
の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
佐
久
穂
町

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
展
開
や
他
の
事
業
に
つ
い
て

は
こ
れ
か
ら
で
す
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
て
点
か
ら
線
へ
、
さ
ら
に
面
に
広
が
る
消

費
の
連
鎖
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

 

道
の
駅
の
町
内
へ
の
経
済
効
果
は

問　
巨
額
の
投
資
を
し
た
道
の
駅
が
ど
れ
だ
け

の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
、
地
域
内

の
経
済
循
環
を
明
ら
か
に
す
る
「
産
業
連
関
表
」

を
用
い
て
町
内
へ
の
波
及
効
果
を
把
握
す
る
こ

と
は
行
政
の
責
任
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
内
に
限
定
し
た
産
業
連
関
表
を
作
る

の
が
そ
も
そ
も
有
効
な
の
か
。
関
東
圏
の
道
の

駅
と
戦
え
る
だ
け
の
魅
力
あ
る
道
の
駅
に
す
る

事
が
大
事
で
、
佐
久
穂
町
の
こ
と
だ
け
を
考
え

て
い
て
は
だ
め
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

 

企
業
誘
致
と
地
元
産
業
の
育
成
に

 

つ
い
て

問　
企
業
誘
致
は
必
要
で
あ
る
が
、
進
出
し
た

問 問

問

一
般

質
問

米生産農家に対して喫緊の取組みが必要では
町長「戦略検討チーム会議で２つの方向性が確認されました。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙見澤 春野 議員

道の駅の経済効果を把握するには
町長「単なる物や金のやり取りだけを見てはならないと思い
ます。」  　　　　　　　　　　佐々木 信幸 議員

福祉と健康のつどいの役割は
町長「つどいに約500名来場いただきました。」 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　竹内 達朗 議員

定住・移住策の最大のネックの住宅不足をどう解消するのか
町長「宅地造成や民間賃貸住宅建設など各種補助制度を今後
も延長します。」    　　出浦 修身 議員　

障がい者差別根絶への視点は
町長「基本理念として、あらゆる差別のない明るく住みやすい佐久穂町を掲
げており、人権の町づくり計画も策定されています。」 髙見澤 利博 議員

道の駅の総事業費を早急に公開すべきではないか
町長「総事業費は、約30億円の見込みです。」    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須田 芳明 議員

定
例
会
に
お
い
て
、
地
方
議
員
は
自
治
体
の
施
策

に
関
し
、
状
況
や
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
通
告
を

し
た
上
で
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
各
議
員
の
一
般
質
問
の
、
質
問
と

答
弁
の
み
の
抜
粋
と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
佐
久
穂
町
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
音
声
デ
ー

タ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

12月定例会一般質問（令和６年12月10・11日）

問

た
か
み
さ
わ
　
　
　
　 

は
る
の

さ
さ
き
　
　
　
　 

の
ぶ
ゆ
き
　

町
長

町
長

問

問

町
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

問 町
長

問 問

町
長

問町
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

教
育
長
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一般質問　12月定例会

問　
福
祉
と
健
康
の
つ
ど
い
の
意
義
・
役
割
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
は
毎
年
つ
ど
い
実
施
後
の
ま
と
め
会
議
を

第
３
回
実
行
委
員
会
と
し
て
行
っ
て
い
る
が
今

回
は
実
行
委
員
会
を
開
催
し
な
い
の
か
。
大
雨

で
中
止
し
た
健
康
管
理
合
同
会
議
だ
が
、
準
備

し
て
き
た
内
容
を
生
か
す
場
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　
町
で
は
、
町
民
が
健
康
へ
の
意
識
向
上

を
自
分
の
こ
と
と
捉
え
、
支
え
合
い
の
町
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
明
け
２
年

目
の
１
日
開
催
で
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
合
同
会
議
は
８
月
31
日
に
予
定
し
ま
し
た

が
、
大
型
台
風
の
接
近
に
備
え
、
中
止
の
判
断

を
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
課
長　
実
行
委
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
決
算
が
整
い
次
第
、
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
集
団
健
診
、
結
果
報
告
会
と
い
う

業
務
の
中
、
保
健
師
２
名
減
で
厳
し
い
状
況
で

す
。
今
後
も
持
続
可
能
な
体
制
を
考
慮
し
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
合
同
会
議
で
は
、
「
骨
を
守

る
予
防
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
予
定
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
２
月
の
保
健
推
進
員
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
実
施
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
定
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

 
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
進
捗
状
況
は

問　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
一
環
と
し
て
会
計
ト
ラ
ブ

ル
の
解
消
や
住
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
進

捗
状
況
と
今
後
の
方
向
性
は
。

町
長　
令
和
５
年
度
か
ら
、
町
税
の
納
税
通
知

書
及
び
納
付
書
等
に
地
方
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

導
入
し
、
地
方
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を

可
能
に
し
て
い
ま
す
。

住
民
税
務
課
長　
地
方
自
治
法
等
の
一
部
改
正

で
、
指
定
納
付
受
託
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
の
利
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
導
入
に
な
れ
ば
、
金
銭
の
受
払
の
他
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
が
役
場
窓
口
等
で
利

用
可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
。

 

私
費
会
計
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
は

問　
学
校
等
で
は
現
金
の
授
受
を
伴
う
私
費
会

計
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ブ
ル
等

を
防
止
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
か
。
徴
収
金
未
納
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
か
。

教
育
長　
学
校
に
は
、
私
費
会
計
と
し
て
給
食

会
計
、
学
年
費
、
旅
行
積
立
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の

４
つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。
会
計
ご
と
に
通
帳

で
管
理
し
、
現
金
で
の
徴
収
は
原
則
行
わ
な
い

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
収
支
に
つ
い
て
は
複
数

の
職
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　
納
入
は
口
座
振
替
と
し
、
通
常

毎
月
５
日
の
振
替
と
し
て
い
ま
す
。
未
納
の
場

合
、
事
務
職
員
が
電
話
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

 

特
定
空
家
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
町
内
で
特
定
空
家
等
は
何
軒
あ
る
の
か
。

町
長　
特
定
空
家
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
建

物
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
法
の
改
正
に
よ
り
管
理

不
全
空
家
の
判
断
基
準
を
設
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
新
た
な
基
準
を
加
え
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

問　
栄
橋
界
隈
の
建
物
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

は
。

町
長　
栄
橋
界
隈
の
空
家
に
つ
い
て
は
、
承
知

し
て
い
ま
す
。
長
野
県
や
関
係
機
関
等
と
も
相

談
し
な
が
ら
、
解
決
策
の
模
索
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
が
、
と
て
も
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

問　
佐
久
穂
町
空
家
等
対
策
計
画
の
今
後
の
予

定
は
。

総
合
政
策
課
長　
来
年
度
は
業
者
委
託
に
よ
る

同
一
観
点
で
の
町
全
体
の
実
態
把
握
調
査
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
見
直
し
の
時
期
は
、
今
年
度
中
に
行
う

か
実
態
把
握
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
る
か
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

 

無
形
文
化
財
の
発
掘
に
つ
い
て

問　
町
内
に
継
承
さ
れ
て
い
る
無
形
文
化
財
で

は
な
い
が
、
そ
れ
に
近
い
と
思
わ
れ
る
文
化
・

行
事
・
風
習
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
把
握
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
無
形
文
化
財
は
古
く
か
ら
伝

わ
る
伝
統
芸
能
・
伝
統
工
芸
の
技
術
な
ど
が
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
佐
久
穂
町
に
は
該
当
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
町
内
各
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
伝
統
行
事
な
ど
を
継
承
し
、
振
興
を
図
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
の
で
、
各
分
館
で
行

わ
れ
て
い
る
事
業
を
１
冊
に
ま
と
め
た
「
分
館

活
動
事
例
集
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
域
の
伝
統
行
事
な
ど
の
実
施
主
体
は
様
々
で

あ
り
、
分
館
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
総
合
政
策
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
現
状

の
把
握
に
努
め
ま
す
。

 

保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も

少
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
地
域
交
流
・

伝
統
行
事
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

こ
ど
も
課
長　
今
年
度
の
保
育
園
行
事
へ
参
加

い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々
の
人
数
は
、
３
園
合

計
で
２
８
８
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
よ
も
ぎ
団
子
づ

く
り
や
稲
作
体
験
、
芋
掘
り
体
験
な
ど
の
各
種

行
事
、
未
就
園
児
交
流
会
、
祖
父
母
参
観
な
ど

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
、
施
設
管
理
補
助
員
を
委
託
し
、

草
刈
り
や
施
設
の
小
さ
な
修
繕
、
さ
ら
に
餅
つ

き
、
焼
き
芋
会
、
繭
玉
づ
く
り
な
ど
の
行
事
の

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問　
将
来
の
保
育
園
を
ど
の
よ
う
に
見
据
え
て

い
る
の
か
、
今
後
ど
の
よ
う
に
検
討
を
進
め
て

い
く
の
か
。

教
育
長　
保
育
園
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、

今
年
度
は
こ
れ
か
ら
の
保
育
や
保
育
園
に
つ
い

て
、
現
場
の
保
育
士
の
意
見
な
ど
を
集
約
し
て

い
ま
す
。
町
の
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
と
幸
せ

を
最
優
先
に
、
保
育
園
の
在
り
方
に
つ
い
て
慎

重
に
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

 

社
会
的
障
壁
偏
見
差
別
と
は

問　
旧
優
生
保
護
法
の
教
訓
か
ら
町

の
考
え
は
。

町
長　
個
人
を
大
切
に
し
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

人
権
を
擁
護
し
、
差
別
を
見
抜
き
、

差
別
を
容
認
し
な
い
差
別
の
な
い
町

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

問　
障
が
い
者
雇
用
政
策
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

町
長　
障
が
い
者
と
共
に
働
く
こ
と

が
当
た
り
前
の
社
会
を
目
指
し
、
佐

久
穂
町
障
が
い
者
活
躍
推
進
計
画
を

策
定
し
、
障
が
い
者
の
活
躍
を
推
進

す
る
体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

総
務
課
長　
障
が
い
者
で
あ
る
職
員

の
活
躍
の
た
め
に
町
の
体
制
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
今
後
障
が
い
者
で

あ
る
職
員
の
更
な
る
採
用
活
動
の
推

進
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

認
知
症
の
人
の
尊
厳
あ
る

 

暮
ら
し
を
守
る
上
で

問 

ケ
ア
技
法
ユ
マ
二
チ
ュ
ー
ド
（
人

間
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
と
の
意
味
を

持
つ
フ
ラ
ン
ス
語
）
の
普
及
に
つ
い

て
。

町
長　
現
在
当
町
に
お
い
て
65
歳
以

上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
割

合
は
約
17
％
で
、
そ
の
中
で
認
知
症

を
患
っ
て
い
る
人
は
約
61
・
８
％
。

本
人
は
も
と
よ
り
、
介
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
、
地
域
全
体
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

千
曲
病
院
事
務
長　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
と
は
相
手
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
本
質

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
・
看
護・

介
護
の
現
場
で
は
当
然
の
こ
と
を
行

う
こ
と
が
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
に
値

す
る
と
考
え
ま
す
。

 

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
改
正
に   

 

伴
な
っ
て

問　
自
転
車
安
全
講
習
会
の
開
催
を

強
化
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
自
転
車
の
な
が
ら
運
転
の

罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
小
中
学

校
で
は
毎
年
５
月
に
学
校
で
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
実
際
の

歩
行
や
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
、
交

通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら

の
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

後
は
実
施
し
て
い
る
安
全
教
室
に
、

改
正
さ
れ
た
内
容
を
追
加
し
、
行
っ

て
い
き
ま
す
。

 

書
か
な
い
窓
口
に
つ
い
て

問　
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の
推
進

は
。

町
長　
今
後
町
が
進
め
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で
す
。
現
在
町

で
は
、
D
X
化
を
推
進
す
る
担
当
課

を
中
心
に
ウ
ェ
ブ
申
請
の
導
入
を
試

み
て
お
り
、
公
式
L
I
N
E
の
申
請

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
も
児
童
手
当
や
介
護

等
29
種
類
の
申
請
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
目
に
見
え
た
形
で
の
取
り

組
み
を
検
討
す
る
中
で
、
先
行
し
て

整
備
を
行
っ
た
自
治
体
へ
も
担
当
職

員
等
を
視
察
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
報

告
に
よ
る
と
、
構
想
さ
れ
た
実
務
の

状
況
が
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
で
は
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。

福
祉
と
健
康
の
つ
ど
い
の
役
割
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

達
朗

町
長　
つ
ど
い
に
約
５
０
０
名
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
か
み
さ
わ
　
　
　   

と
し
ゆ
き

た
け
う
ち
　
　
　
た
つ
ろ
う

特
定
空
家
等
は
何
軒
あ
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
見
澤　

敏
幸

た
か
み
さ
わ
　
　
　
　
と
し
ひ
ろ

町
長　
対
象
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
管
理

不
全
空
家
の
判
断
基
準
を
加
え
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
検
討
し
ま
す
。

問

町
長

問

住
民
税
務
課
長

住
民
税
務
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

問

町
長

問

町
長

問 問

町
長　
基
本
理
念
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
な
い
明
る
く
住

み
や
す
い
佐
久
穂
町
を
掲
げ
て

お
り
、
人
権
の
町
づ
く
り
計
画

も
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

町
長

千
曲
病
院
事
務
長

千
曲
病
院
事
務
長

問

問

町
長

問

問

問

問

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

問

問

障
が
い
者
差
別
根
絶
へ
の
視
点
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

髙
見
澤　

利
博

町
長

町
長

教
育
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

町
長

教
育
長

教
育
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

交通安全教室

福祉と健康のつどい
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活
力
あ
る
行
政
運
営
に
つ
い
て

問　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
後
の
職
場
環
境
が
大
切

で
は
な
い
か
。

町
長　
設
置
台
数
は
、
本
庁
舎
18
台
、
北
庁
舎

６
台
で
６
月
か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
運
用
状
況
は
条
例
、
施
行
規
則
に
従
っ
て
厳

密
に
管
理
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
来
庁
者
及
び
職
員
か
ら
苦
情
や

ご
意
見
、
ご
要
望
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

問　
職
場
環
境
の
中
で
一
番
大
事
で
あ
る
人
的

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

総
務
課
長　
佐
久
穂
町
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ

ー
を
策
定
し
、
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　
苦
情
対
応
、
重
要
な
相
談
な
ど
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
求
め
ら
れ
た
時
の
対
応
は
。

総
務
課
長　
相
談
に
つ
い
て
は
、
各
課
、
係
に

お
い
て
丁
寧
に
、
ま
た
親
身
に
対
応
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。　

問　
町
づ
く
り
に
意
見
や
希
望
を
持
っ
て
い
る

職
場
の
若
者
の
意
見
を
施
策
に
活
か
す
工
夫
と

組
織
運
営
は
。

町
長　
仕
事
に
対
す
る
適
性
や
意
向
な
ど
を
個

別
に
確
認
し
、
自
ら
取
り
組
み
た
い
業
務
を
申

告
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
運
営
に
つ
い
て

問　
行
政
運
営
に
お
け
る
民
間
活
用
と
は
。

町
長　
民
間
活
力
の
検
討
の
考
え
は
、
町
村
合

併
後
の
課
題
、
消
え
る
５
億
円
の
中
で
始
ま
っ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
つ
の
手
法
と
し
て

民
間
活
力
を
可
能
な
限
り
活
用
し
、
適
切
な
役

割
分
担
を
模
索
し
な
が
ら
、
佐
久
穂
町
と
い
う

場
の
価
値
を
高
め
た
り
し
て
い
く
し
か
方
法
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
道
の
駅
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
運
営
形
態

は
。

産
業
振
興
課
長　
指
定
管
理
者
ア
ド
バ
ン
ス
㈱

に
運
営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
町
か
ら
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
人
件
費
を
運
営
経
費
と
し
て
お
支
払

い
し
、
地
域
の
情
報
発
信
、
観
光
P
R
に
関
す

る
事
業
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

問　
町
内
事
業
者
の
参
入
を
推
進
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
あ
る
の
か
。

町
長　
ス
キ
ー
場
と
キ
ャ
ン
プ
場
を
町
内
事
業

者
が
運
営
す
る
と
い
う
意
味
で
、
民
間
事
業
者

に
お
願
い
す
る
と
き
そ
れ
が
可
能
に
な
れ
ば
と

考
え
ま
し
た
。

問　
道
の
駅
事
業
特
別
委
員
会
で
総
事
業
費
な

ど
の
資
料
請
求
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
容

が
確
定
す
れ
ば
、
今
後
住
民
の
皆
さ
ん
に
早
急

に
公
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　
事
業
費
は
、
約
30
億
円
の
見
込
み
で
す
。

国
の
交
付
金
が
５
億
１
千
万
円
ぐ
ら
い
、
借
入

金
が
12
億
円
ぐ
ら
い
で
す
。
確
定
後
に
公
開
し

ま
す
。

問　
奥
村
土
牛
記
念
美
術
館
の
運
用
と
周
知
に

つ
い
て
、
研
修
室
の
利
用
計
画
と
イ
ベ
ン
ト
周

知
を
し
っ
か
り
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
今
後
、
文
化
芸
術
な
ど
の
部
署
は
、
文

化
事
業
団
に
よ
る
運
営
が
必
要
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

教
育
長　
美
術
館
協
議
会
の
中
で
協
議
し
た
う

え
で
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　
建
物
自
体
が
有
形
文
化
財
で

あ
る
の
で
、
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
第
二
次
総
合
計
画
で
各
種
施
策

を
実
施
し
て
お
り
、
方
向
性
に
問
題

は
な
い
が
、
問
題
は
ス
ピ
ー
ド
だ
。

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
強
化
施
策
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

町
長　
町
で
は
中
山
間
地
域
農
業
直

接
支
払
い
交
付
金
や
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
、
道
水
路
普
請
へ
の
資
材

提
供
、
地
区
要
望
な
ど
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
協
働
活
動
へ
の
支
援
に

注
力
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
少
子

高
齢
化
の
中
で
自
助
共
助
の
地
域
力

は
低
下
し
て
お
り
、
町
は
可
能
な
限

り
優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
を
柔
軟
に
進
め
ま
す
。

問　
区
長
へ
の
研
修
を
、
区
三
役
や

常
会
長
ま
で
拡
大
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
区
長
会
と
も
相
談
し
、

研
修
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

定
住
・
移
住
策
の
最
大
の
ネ
ッ    

 

ク
の
住
宅
不
足
を
ど
う
解
消
す 

 

る
か

問　
平
成
31
年
４
月
か
ら
の
５
年
間

の
平
均
人
口
減
少
数
は
、
年
約
1
3

0
人
と
そ
の
前
の
５
年
間
よ
り
減
少

し
て
い
る
。
主
因
は
教
育
移
住
の
増

と
思
わ
れ
る
が
、
住
宅
不
足
が
ネ
ッ

ク
だ
。
町
で
は
ど
う
解
消
す
る
か
。

町
長　
町
で
は
空
き
家
バ
ン
ク
で
の

物
件
紹
介
の
他
、
宅
地
造
成
支
援
補

助
金
な
ど
各
種
補
助
制
度
を
実
施
し
、

効
果
も
出
始
め
て
お
り
、
期
間
の
延

長
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
住
宅
不
足
の
た
め
、
多
く
の
教

育
移
住
希
望
者
を
取
り
込
め
て
い
な

い
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
を
増
や

す
べ
く
、
家
財
整
理
補
助
20
万
円
を

30
〜
40
万
円
、
改
修
補
助
50
万
円
を

1
0
0
〜
1
5
0
万
円
へ
の
拡
大
な

ど
、
思
い
切
っ
た
住
宅
政
策
を
検
討

で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長　
財
源
の
問
題
も
あ

り
、
こ
こ
で
こ
う
し
ま
す
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

町
長　
（
来
年
は
選
挙
の
年
で
あ
り
）

こ
の
時
期
で
の
発
言
は
差
し
控
え
ま

す
。

 

農
業
振
興
策
や
商
工
業
の
振
興  

 

で
も
思
い
切
っ
た
振
興
策
を
推

 

進
す
べ
き
で
は

問　
特
産
品
を
更
に
増
産
す
る
た
め

に
も
、
新
規
就
農
者
の
募
集
状
況
や

担
い
手
環
境
の
取
り
組
み
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
今
年
も
就
農
体
験

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
、
２
名
の
酪
農

の
就
農
体
験
が
予
定
さ
れ
て
ま
す
。

町
長　
現
時
点
の
発
言
は
控
え
ま
す

が
、
人
材
確
保
は
相
当
先
を
見
つ
め

て
実
施
す
べ
き
で
、
更
な
る
町
の
活

性
化
は
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
社

会
保
障
給
付
型
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

す
　
だ
　
　
　  

よ
し
あ
き

道
の
駅
の
総
事
業
費
を
早
急
に

　
　
　
　
　

  

公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
田　

芳
明

で
う
ら
　
　
　
　 

お
さ
み

町
長
　
総
事
業
費
は
、
約
30
億
円
の
見

込
み
で
す
。

問町
長

問

問

町
長

問 町
長

問

問

問

町
長
　
宅
地
造
成
や
民
間
賃

貸
住
宅
建
設
な
ど
各
種
補
助

制
度
を
今
後
も
延
長
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

町
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

問問

町
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

問

定
住
・
移
住
策
の
最
大
の
ネ
ッ
ク
の

住
宅
不
足
を
ど
う
解
消
す
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

出
浦　

修
身

教
育
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

町
長

問問問 町
長

町
長

町
長

問総
務
課
長

総
務
課
長

12月定例会

一般質問傍聴 約30名

質問に対して答弁
がかみ合わないよ
うに感じた。

初めて議会のようす
が見られてよかった
です。

傍聴が前より
たくさん増え
て驚いた。

若者が地元に戻って
こないのではと心配
だ。

【インタビュー】

総
務
課
長
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11月24日（日）に茂来館にて、佐久穂町議会主催の第３回町民との意見
交換会が行われました。町民の皆さまをはじめ、佐久穂小学校児童会・佐
久穂中学校生徒会・佐久穂町在住の高校生など、約100名もの方にご参加
いただきました。本当にありがとうございました。
詳細につきましては、過日各戸配布しました『議会だより12月臨時号』を
ご覧ください。

アンケートから参加者の声（一部抜粋）
○小中学生の参加がとても良かった。もっと町民の参加がほしい。PRがもっとほしい。
　地区の役員等に呼びかけをしたらどうか。
○今日の中身が多く、行政に活かされること願います。 
○各分科会での意見は公表されるのか。是非公開してもらいたい。 
○分科会で出た意見をムダにしないで欲しい。 
○自分たちが考えないような意見が出てきておもしろかった。 
○町民の皆さんの心にまだ台風19号の記憶が強く残っていることを感じた。
　防災士の資格取得について、消防署の方にお話をおうかがいできてよかった。 
○楽しい意見がでてきてワクワクしながら故郷を知ることができた。
○もっと人数を増やしてやっても、いい意見が出ると思う。 
○冬の健康事業を進めて行きたい。 
○このような会があるのはよいことだと思う。毎年行うのはいいことだと思う。 

13：00　佐久穂中学校　吹奏楽部
　　　　　ウェルカムコンサート

13：30　開会・分科会導入説明
13：50　分科会ワークショップ開始
15：00　分科会からの報告

15：25　閉会

10



健康福祉課

委員会活動から 〜委員会審査〜

千曲病院

産業振興課
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総務課

生涯学習課建設課

住民税務課

総合政策課

こども課
問　アスベスト除去補助金が減額されているが、町
　　内に対象施設はなくなったということか。
答　調査の結果、売却をした旧佐久西小学校にアス
　　ベストがあることが確認され、今年度除去する
　　予定になっていましたが、売却先の都合により
　　来年度実施としました。

問　補助金の見直し施策により、雁明団地が３区画
　　販売できたが、残り８区画に対してのPR広告は
　　どの様に行っているのか。
答　町のホームぺージ等を通じて広報をしています。

問　もっと幅広く広報活動を行っていくべきではな
　　いのか。
答　対応していきます。

問　土づくりセンターの改善した堆肥は大変質の良
　　いものができているとのことだが、これをどの
　　位の単価で販売していくのか。
答　現在は軽トラック１台分3300円で売っていま
　　すが、かなり手間のかかる作業です。だからと
　　言って高すぎると農家さんに買っていただけな
　　くなるので、有機生産組合と一緒にこれから価
　　格の検討をしていきます。

問　土づくりセンターの建物は町のものであり、修
　　理も町で行っている。今、JAが窓口となってい
　　るが、今後のお金の流れと建物の管理はどうな
　　るのか。
答　会計については、JAが窓口ですが、八千穂有機
　　生産組合が堆肥の製造販売を行っており、収入
　　は現在全て有機生産組合に入っています。
　　今後の、建物や維持管理メンテナンスについて
　　は、有機生産組合が原則管理・維持をしていき
　　ます。

問　小中学校の高輝度プロジェクターの導入内容は。
答　ふるさと応援寄付金を財源として、１台購入し
　　ます。中学校で管理し、小中学校共用で使用し
　　ます。

問　保育園の男性施設管理等職員は各園に採用の見
　　込みなのか。
答　３園で１名の採用です。１名の職員に３つの園
　　を回っていただきます。

問　衆議院議員総選挙の経費は全額、国からの補助
　　ではないのか。
答　備品購入費（投票用紙の読み取り機）は９分の
　　５の補助で、差額を一般財源で負担しています。

問　町長車リース料減額について説明を。
答　予定していた車種の納入が年度内に間に合わな
　　いので減額しました。

問　包括委託の債務負担行為補正で、契約内容を柔
　　軟に見直すことはあるのか。
答　基本5年の契約ですが年度ごとでの変更もあり
　　ます。またこどもセンターのように途中で業務
　　委託先が変更となることもあります。

問　振り仮名法改正に伴う通知書作成業務を債務負
　　担行為補正とする理由は。
答　来年５月に施行になるので、事前に業者を選定
　　する必要があることから、債務負担行為を計上
　　しました。

問　栄橋のチラシを補正を組んでまで早急に作成す
　　る必要性は。
答　栄橋が11月12日に国の有形文化財に登録する
　　よう答申されました。この機運の高まりを逸し
　　ないうちに町内外に広く周知するためです。

問　ふるさと納税業務を債務負担行為補正とする理
　　由は。
答　来年度からふるさと納税業務のノウハウをもっ
　　た専門の業者に外部委託を予定しています。準
　　備を今年度中に行うために債務負担行為をお願
　　いするものです。

問　企画財政費の委託料減額の理由は。
答　「地球温暖化防止実行計画（区域施策編）」に
　　ついてコンサルへの委託を含めて、外部委託か
　　ら町政策アドバイザーの業務へと変更したため
　　です。

問　町人会事務局の組織について。
答　町人会の事務局は総合政策課が担当ですが、全
　　庁から事務局員を募集し横断的に組織していま
　　す。

問　障がい者支援事業の中の日常生活用具扶助費と
　　補装具の内訳は。
答　日常生活用具の扶助については、日常用具や新
　　規に障がい者用介助ベッド・住宅改修費になっ
　　ています。補装具の扶助費については、新規に
　　車イス１台及び修理代４件・義足・子ども用の
　　姿勢保持装置２台分です。

問　障がい者支援の扶助や補助金についての限度額
　　制限はあるのか。
答　義足や車イス上の基準額はありますが、特殊な
　　ものについては見積もり額が基準になります。
　　補助については、申請者が１割負担となってい
　　ます。

問　社会総務費で臨時特別交付金が660万円も減額
　　になっているがその理由は。
答　臨時特別交付金は令和６年度新たに非課税世帯
　　を対象に10万円給付する事業です。当初の見込
　　みでは220名見込んでいたのですが、申請者が、
　　185名に留まり660万円の減額となりました。

問　休職者・派遣職員・育児休業者・療養休暇者を
　　定数除外職員として欠員状態を解消するとして
　　いるが、現状の状態は。
答　今日現在で、育児休業３名、療養休暇１名で派
　　遣職員はいません。

問　筋弛緩モジュールとあるが、麻酔科の医師はど
　　こから派遣をしていただいているのか。また手
　　術の実績は。
答　毎月の第２、第４木曜日に山梨大学麻酔科医局
　　の松川教授に来ていただいています。手術は10
　　月に１件、11月に２件、12月が１件で、今後は
　　除々に増やして行ければと思っています。

承認案１件、条例案２件、補正予算案１件が付託され３件を全員賛成で原案通り、条例案１件を賛成多数
で承認・可決すべきものと決しました。

■総務文教常任委員会
条例案１件、補正予算案４件、陳情４件が付託され、議案５件は全員賛成で原案通り可決すべきものと決
しました。また、陳情３件は不採択、陳情１件は継続審査となりました。

■経済福祉常任委員会

重要文化財栄橋
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道の駅八千穂高原について

道の駅事業特別委員会について

A 佐久穂町の一大事業である道の駅、かわま
　ちづくり事業の計画を見守り、町の活性化
　につながる活動を続けていきたいと思いま
　す。

道の駅事業特別委員会報告

Q 道の駅事業にどのくらいのお金を使ったの?

A 現状ではおよそ30億円です。
　主な内訳は、財産管理の経費で約１億８千
　万円、道の駅整備事業で約28億４千万円
　です。

A 国の交付金が約５億１千万円、借入金が約
　12億円、町の基金が約10億６千万円です。

Q どんな施設があるの?

A １階には直売所とレストラン、コンビニエ
　ンスストアがあります。２階は交流広場に
　なっています。緊急時の災害避難所にもな
　ります。
　その他にも、カフェ併用のビジターセンタ
　ー、アウトドアメーカーモンベルの店舗、
　トイレ施設、ドッグランなど、いろいろな
　施設があります。

A 開業１か月ほどで11万人の来場者があった　
　そうです。

Q オープン後の現状は

Q 道の駅事業特別委員会の今までの活動は?

A 町や商工会など関係団体との意見交換、情
　報交換会を行いました。
　委員会では10回の検討会を開催。道の駅
　視察も２年にわたり実施しました。

Q 道の駅事業特別委員会のこれからの活動は?

令和３年～５年
議会改革特別委員会内に「報酬見直しチーム」
が結成され調査・研究を始める。
・議会の在り方の検討から始め、県内・近隣の
　市町村を中心に実態調査を実施
・議員の活動時間を調査算出
・町長・町職員の報酬との比較検討
・議会だより第74号に研究結果を掲載
・全国平均並みの報酬アップを提言
・意見交換会で報酬に関する分科会にて参加者
　の意見を収集

令和６年
9月10日　議長・議会改革特別委員長が調査・
研究結果を報告し、特別職報酬等審議会への諮
問を要請する。
10月29日　町長が佐久穂町特別報酬等審議会
に議員報酬額について諮問をする。
【佐久穂町特別職報酬等審議会での意見】
・若者が立候補できるよう報酬額に差をつけた
　方がよい
・報酬を合併から20年近く上げなかったのは
　何故か
・議員の兼業状況について知りたい
・議員報酬が低いと町が衰退する恐れがある

　佐久穂町特別職報酬等審議会より「20年近
く金額が変わっていないこと、物価高騰や議員
のなり手不足への対応」として以下のような答
申が出される。
議長の月額報酬　 275,000円 → 308,000円
副議長の月額報酬　 210,000円 → 243,000円
常任委員会委員長・議会運営委員長の月額報酬
　　　　　　　　 189,000円 → 228,000円
議員の月額報酬　 185,000円 → 218,000円

12月定例会　議案第64号が町長より上程。
【佐久穂町議会議員の議員報酬及び旅費等に関
する条例の一部を改正する条例】
12月18日　本会議において賛成多数で可決。

議案第64号
佐久穂町議会議員の議員報酬及び旅費
等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

※11/8付道の駅事業特別委員会の依頼を
　受け、町から提供された資料に基づいて
　掲載しています。

Q 財源は?
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　令和６年度　12月定例会　採決結果一覧表　採決日令和６年12月18日

  　　　　　　　　　　議員氏名

　　　議　案

佐久穂町議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例

※「○」は賛成、「×」は反対。議長（石井正行）は採決に加わりません。これら以外は全員賛成で可決・採択となりました。
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「
W
hat’s地

方
議
会
？
」
参
加
申
込
書

下
記
の
差
出
人
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
（
２
月
５
日
締
め
切
り
）

ご
意
見・ご

要
望
を
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

あなたの声を聞かせて！
　Whatʼｓ地方議会？（次ページ
に案内記載）の参加申し込みにご
利用ください。
令和７年２月９日（日）に開催予
定の「Whatʼｓ地方議会？」に参
加を希望される方は、左の添付ハ
ガキを参加申込書としてご利用に
なれます。（参加には参加予約が
必要です）また、通常のように、
ご意見・ご要望もお寄せいただき
たいと思います。切り取ってその
まま投函できますので、ぜひご利
用ください。
　また、従来どおり、議会事務局
（0267-86-2556）へお電話いた
だくか、Ｅメール（gikai@town.
sakuho.nagano.jp）でもご意見・
ご要望を受け付けております。町
民交流会の依頼などもお気軽にお
問い合わせください。

　2024ROUTE日本海-太平洋促進大会に参加しました。
　中部横断自動車道の未開通区間において地域が一体となりその必
要性を広く発信し、より一層機運を高めるための「2024ROUTE日
本海-太平洋促進大会」が10月23日（水）に小海町のシャトーキング
ダム小海で開催され関係議員が参加しました。

　群馬県上野村で視察研修を行いました。
　10月24日（木）に群馬県上野村を訪問し、「村立健康増進施設」

「川の駅上野（上野村ふれあい
館）」「上野村森の体験館（上
野村産業情報センター）」など
を視察しました。また上野村議
会との意見交換会を開催しまし
た。

　北沢の大石棒レプリカ建立式典が開催されました。
　佐久穂町の指定文化財である「北沢の大石棒」のレプリカが完成し、石棒が立っていた現地に建立
されたことに伴い、11月10日（日）に現地で記念式典が開催され、関係する議員が参加しました。

10月23日（水） 
2024ROUTE日本海-太平洋促進大会

10月24日（木） 群馬県上野村議会交流

11月10日（日） 北沢の大石棒レプリカ建立式典
差
出
人
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私
は
最
近
本
を
よ
く
読
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
自
叙
伝
な
ど
を
よ
く

読
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
本
か
ら
、

政
治
家
と
し
て
の
心
構
え
を
は
じ
め
と

し
て
、
今
ま
で
の
視
点
と
は
違
う
視
点

か
ら
、
色
々
な
こ
と
を
学
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
本
な
ど
は
特
に
そ
う
で
す
が
、
人
に

伝
え
る
た
め
の
言
葉
と
い
う
も
の
は
、

と
て
も
難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

時
代
ご
と
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
っ
た
り

も
し
て
い
る
の
で
、
あ
や
ふ
や
な
言
葉

や
新
し
い
言
葉
な
ど
は
、
そ
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
も
含
め
て
、
で
き
る
だ
け
調
べ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

更
に
言
葉
が
増
え
て
い
っ
て
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
自
分
が
広
が
っ
て

い
く
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
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任
期
４
年
の
う
ち
、
後
半
２
年
間
を

広
報
特
別
委
員
と
し
て
議
会
だ
よ
り
の

作
成
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
誰
が
読

ん
で
も
わ
か
り
や
す
い
文
章
を
心
が
け

て
き
ま
し
た
が
、
言
葉
選
び
が
難
し
く
、

満
足
の
い
く
編
集
が
で
き
た
気
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
こ
そ
、
本
を
書
い
て

い
る
著
者
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
言
葉
選

び
も
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
人
生
一
生
勉
強
で
す
。
今
後
と
も
、

議
会
だ
よ
り
に
少
し
で
も
目
を
通
し
て

い
た
だ
け
る
方
々
を
意
識
し
た
議
会
だ

よ
り
作
成
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　 

広
報
特
別
委
員
会
　
岡
部 

尚
樹

（ 受 取 人 ）

長 野 県 南 佐 久 郡

　　　 佐 久 穂 町 高 野 町 ５ ６ ９

佐 久 穂 町 議 会 事 務 局 行

郵
便
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が
き

3
8
5
8
7
9
0

料
金
受
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人
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差
出
有
効
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間

20
27
年１
月2
4日
まで

（
切
手
不
要
）

佐
久
局
承
認

41
55

キ
リ
ト
リ✂

３
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

３
月
６
日（
木
）か
ら

　

３
月
19
日（
水
）を

　
　
　
　
　
　
　
　

予
定
し
て
い
ま
す
。


